












OUTFLOW CHARACTERISTICS AND WATER QUALITY CHARACTERISTICS 
Of SPRING WATER  IN THE CLIFF LINE 
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 MatrixFlow and Preferential Flow are calculated from observation of flow rate and electric 
conductivity, periodic observation of water quality, adjacent conductivity and water temperature of the 
adjacent four groups, conductivity, water temperature observation and water quality of groundwater and 
self- Focusing on the outflow characteristics and changes in water quality. 
At the same time, we will consider changes in land use over a long period of time and the penetration 
effect by installing penetration facilities etc. 


















10m 以上の厚い不飽和帯を持つ, 地下水, 湧水, 流動




反映すると考えられる.すなわち, 地中水, 地下水の水分, 
水位, 水質変化及び湧水点における流量, 水質変化の長
期観測により, これらの流動経路を推定することができ
る.また, 各種中間流は, 主に地表から 1m 程度のごく浅
い部分の地質構造に起因するため極値性が著しい.例え
ば, 500m ごとに点在する湧水群においても水質特性が


















園の湧水を S 湧水，谷口邸の湧水を T 湧水，美術の森の
湧水を A 湧水と表記する．これら 4 ヵ所の湧水がある地
域は，小金井市内の中央線と野川に挟まれた標高 50~70m
の地域である． また対象地域の地下水においても,図１
示した W1~W19 の 19 地点で井戸観測する. 
4 つの湧水群について流量と電導度の自記観測及び, 










4 月 13 日からの開始となっている. 
A 湧水は 4 湧水の中で最も流量が少ない.降雨に対する
流量変化は,T 湧水における経時変化の傾向と似ている. 



































 本研究ではこのような流量の少ない 1～8 月時期を低




な４種類のイオン(NO₃ ⁻ ,SO₄ ²‐,Cl⁻ ,HCO₃ ‐)の濃度
分析をする. 
全体的な傾向としては,4 湧水とも HCO₃ ⁻ の濃度が一








































図４ 湧水群の SO₄ ²‐濃度変化 
 
 
図５ 湧水群の Cl⁻ 濃度変化 
 
 
図６ 湧水群の HCO₃ ⁻ 濃度変化 
 次に,電気伝導度の経年変化を図 7 に示す.湧水ごとの
電気伝導度の大きさの順番は,大きい順から T 湧水,N 湧
水,A 湧水,S 湧水である. 
 N 湧水,A 湧水,S 湧水は,降水量の少ない時期に電気伝
導度は低く,降水量が多い時期になると電気伝導度は上
昇していく.NO₃ ⁻ の濃度変化と傾向が似ていることか













ら 2017 年の 7 月まで,Ｗ１１～Ｗ1９を 2017 年の 3 月か






















図 8 Ｗ１～Ｗ１０の水位変化 
 
 
図 8 Ｗ１１～Ｗ１９の水位変化 
 
 














図 9 Ｗ１１～Ｗ１９の水位変化 
 
湧水群と同様に,イオン濃度変化において SO₄ ²⁻と Cl⁻
は大きな変化は見られない. 季節変化がみられるのは湧



















示す.2014 年から 2017 年にかけて,18 地点の観測井戸で
年間の平均水位は徐々に下がっていた.この 4 年間は,年
間降水量も減少していたため,水位が下がったと考えら
れる.そこで,2017 年の年間降水量に近い 2013 年の観測
記録で比較を行った. 
2013 年の平均水位と 2017 年の平均水位と比較する
と,19 地点全てで地下水位が上昇していた. 






平均地下水位(ｍ) 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年
w1 59.18 58.78 59.58 59.33 59.24 59.18
w2 58.26 57.83 58.65 58.39 58.31 58.25
w3 57.71 57.19 58.08 57.80 57.73 57.62
w4 57.20 57.73 57.60 57.78 58.13 58.08
w5 57.77 57.27 58.29 57.40 58.35 57.48
w6 57.48 56.95 57.75 56.99 57.54 57.32
w7 60.31 60.15 60.47 60.04 60.40 60.31
w8 60.65 60.34 61.02 60.30 60.77 60.69
w9 63.46 62.70 63.99 62.58 63.48 63.08
w10 60.73 60.01 61.20 59.94 60.67 60.74
年間降水量(mm) 1696 1520 1900 1645 1609 1457  
 
表 2 Ｗ１０～Ｗ１９の年間平均水位変化 
平均地下水位(m) 2012 2013 2014 2015 2016 2017
w11 53.83 53.86 54.53 54.41 54.42 54.01
w12 52.13 51.53 52.47 52.24 52.11 51.92
w13 51.68 51.03 51.92 51.73 51.58 51.09
w14 50.28 49.74 50.61 50.41 50.28 50.10
w15 49.19 48.79 49.50 49.42 49.21 49.05
w16 50.63 50.17 50.87 50.73 50.57 50.55
w17 51.12 50.60 51.37 51.23 51.06 50.83
w18 54.06 53.88 54.13 54.18 54.12 54.00
w19 54.47 54.20 54.55 54.59 54.55 54.41
年間降水量(mm) 1696 1520 1900 1645 1609 1457  
 
８．結論 






湧水群のイオン濃度変化は， SO₄ ²⁻， Cl⁻, HCO₃ ‐は年






効果を検討した.2012 年から 2017 年にかけて,半数以上
の観測井戸で,地下水位は上昇していた. 
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